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0．はじめに('）
本研究の目的は，名古屋産業大学人間環境マネジメント学
科に所属する学生の入学後の適応過程を縦断的に調査し，そ
の調査を通じて人間環境という学際的領域のあるぺき方向性
を模索し、同時に教育へフィードバックしていくことである
（内藤・中川・石崎・坂本・高橋,2005;中川・石崎・坂本・
高橋・内藤，2006)。これまでの調査は，第1回が2004年9
月から10月にかけて同学科の1期生を対象に実施され,その
後，第2回2005年4月，第3回2005年9月，第4回2006年
4月，第5回2006年10月とI｡Ⅱ期生を対象に行われてい
る。本稿では主に第4回までのデータをもとに考察を行った
ものである（3節，4節においては第5回まで)。第1回，第
2回を中心とした考察については上記先行報告を適宜参照い
ただきたい。
本稿は，本節および5節を内藤と坂本が担当した。第1節
は人間環境全般について中川が担当し，第2節では環境心理
領域のイメージや就職感について石崎が担当している。第3
節は坂本が学生生活の適応について，第4節では高橋が国際
性に関する考察を行っている。全体は，本研究の総括は内藤
を含めた領域スタッフ全員で調査結果や分析の検討を経てま
とめられている。本節および5節を除き，各節に対する執筆
担当者は内藤ら(2005)のそれと同じであり，編集上，各節の
執筆においては執錐者の意向を最大限に尊重している点もそ
れと変わっていないことを断っておく。
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1.人間環境に対する認識について⑥）
1.1.調査結果
1.1.1.概要
本節においては､2005年後期と2006年前期に行った人間環
境に対する認識に関するアンケートの調査結果について報告
すると共に、それらを前回（2005年前期）と初回（2”4年後
期）の調査結果②と比較することによって、人間環境あるい
は本学人間環境系学科に対する学生の認織の変化について考
察する。
本節で取り上げる調査は本学人間環境マネジメント学科1
期生を対象としたものである③が、通時的変化に重点を置く
立場から、分析に当たっては全回答者の中からそれ以前の全
調査に回答した学生のデータのみを抽出し処理した。この手
法については前回報告④においても採用したものであり、本
研究の報告を初回から通読頂く読者の便宜に照らしても簡単


























